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美味しいコーヒーのお求めは
信用のある組合加盟店で !!

中部日本コーヒー
商工組合
事務局（052）853-6627

組 合 員 名 代 表 電 話

㈱ イ ト ウ 珈 琲 商 会
井 上 珈 琲 商 会
㈱ い ろ は 珈 琲
㈱ 岩 田 コ ー ヒ ー 店
㈲エムジーコーヒー
㈱ カ ト ー コ ー ヒ ー
㈱ カ レ ン ト
㈱ ガ ロ ン
㈱ カ ワ チ 珈 琲 商 会
㈱ 共 和 コ ー ヒ ー 店
サイアンスコーヒー㈲
齊 藤 コ ー ヒ ー ㈱
㈱澤井コーヒー本店
シーシーエスコーヒー㈱
㈱ 柴 垣 珈 琲 店
㈱ シ ル バ ー 珈 琲
㈱セルビア珈琲商会
ダ ー ト コ ー ヒ ー ㈱
㈱千種・松屋コーヒー
㈱ ト ミ ヤ コ ー ヒ ー
ビ ク ト リ ア 珈 琲 ㈱
㈱ 富 士 珈 琲
富 士 コ ー ヒ ー ㈱
ボンタイン珈琲第一販売㈱
㈱ボンタイン珈琲本社
マウンテンコーヒー㈱
㈱ 松 屋 コ ー ヒ ー 店
㈱ 松 屋 コ ー ヒ ー 部
㈲松屋コーヒー分店
㈱松屋コーヒー本店営業本部
三 重 東 洋 珈 琲 ㈱
㈱ミスズコーヒー商会
㈱ライオンコーヒー商会
ワ ダ コ ー ヒ ー ㈱
㈱ワールドコーヒー商会
ワ ル ツ ㈱
honu 加 藤 珈 琲 店 ㈱

(052)962-3541
(052)551-3993
(0584)75-2411
(0568)61-0973
(0586)24-0051
(058)232-7355
(0532)63-3355
(052)703-8857
(052)322-3981
(052)353-3145
(052)877-0011
(052)501-0708
(052)931-4551
(052)432-6363
(052)932-2891
(052)503-6581
(0568)83-7001
(076)261-1234
(052)731-3064
(054)282-4321
(052)773-1510
(059)225-0753
(052)362-1161
(052)914-5811
(052)991-3241
(052)853-6711
(0564)23-5429
(052)832-0100
(052)741-5740
(052)243-4300
(0598)51-6319
(052)486-7768
(052)211-6375
(052)331-7333
(076)243-6677
(0532)33-3510
(052)332-3800
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お得な「喫茶伝票」をご利用下さい。
１束（200冊）6,000 円で販売中 !!
詳しくは支部長又は事務局まで
おたずね下さい。

組合員のみなさまへ

ご紹介ください !!

編集室編集室編集室よりよりより

　愛知県では生活衛生同業組合 （喫茶飲食、飲食、社交飲食、すし商、

中華料理、 ホテル ・旅館、 麺類食堂、 料理） ８組合にて加入案内パ

ンフトを作成しました。

　組合加入のメリットが大変わかりやすく紹介して

あります。

（※４月より、 保険料が改定されております。 詳

しくは名古屋市食品国民健康保険組合におたず

ねください。 　℡　052-261-7661）

　お知り合いの同業者で未加入の方に是非この

組合組織の事をご紹介下さい。

パンフレット予備は事務局にあります。 是非ご活

用してください。

　　　　　　　　　　　組合事務局　℡　052-241-3251

　人生に定年はない。 定年は仕事や職業に一度区切りをつけることであって、 人生の

定年ではないよ。 人生には定年もないし老後も余生もない。 死を迎える一瞬までは、

誰も現役なんだ。

　定年、 老後、 余生、 こういう言葉にとらわれることはない。 いつかは死ぬ。 死ぬま

では人生の現役。 “今日が本番、 今が本番、 この一瞬こそが本番” 私たちの人生は

今を積み重ねて成り立っている。 過去の今によって現在があり、 現在の今は未来を作

る。 だから今が本番。

　「人生 80 年として、 三分の一の 27 年間は眠っている。 食事に 10 年。 食べたから

にはトイレに行く。 トイレ平均5年。 健康を保つために大切なことだけど、眠る、食べる、

トイレで 42 年を費やす。 目をパッチリあけて何かが出来る時間は 38 年間。 これを短

いと思うか、 長いと思うかは自由。 いずれにしても人生はこんなもの。」

広報部　後藤守利


